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研究成果の概要（和文）：本研究では，子どもが他者が情報を共有している場合/情報を共有していない場合と
で，どのように記号の使い方が変化するのかを調査した．調査の結果，他者と情報を共有していない場合には，
子どもはジェスチャーをより多く使い説明しようとすることを明らかにした．一方，複雑な情報を表そうとする
場合には，形容詞や比喩などの言語的な説明を中心的に用いることを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：The current study investigated whether the children’s use of symbols (i.e.,
 iconic gestures or linguistic expressions) depends on the communicative situations. In the 
experiment, we observed the use of symbols by children in the following conditions:1)the objects 
children saw was also seen by the experimenter; 2) the objects children saw was NOT seen by the 
experimenter. The results showed that children used iconic gestures when they did not share the 
information with their social partners, whereas they used more linguistic expressions in the case 
they have to inform complicated features of objects to their partners.  

研究分野： 心理言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は，コミュニケーションの困難さの種類によって，子どもが異なる種類の記号を使い分けているこ
とを明らかにした点である．学術的意義としては，形容詞や比喩表現，ジェスチャーを含む記号コミュニケーシ
ョンの発達に，共有志向性の影響を認めた貴重なデータを収集することができた点が挙げられる．社会的意義と
しては，就学期以降，子どもは語彙を増やし，様々な言語表現を用いて自分の既知の情報を相手に分かりやすく
適切に使うことを学ぶ必要があるが，本研究の結果は幼児期におけるその原初的な能力を明らかにした．このこ
とは，就学期以降，特に低学年時の言語表現・コミュニケーションの教育に利用できる知見である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 
言語習得研究において，子どもが母語に特殊な語の意味体系をどのように習得していくのかを
調査するアプローチが 2010 年代中盤より非常に盛んに行われてきた．例えば英語の容器を表す
plate, bowl, cup というような名詞による呼び分けや，日本語の動作に関する「切る」「壊す」「破
る」といったような動詞の呼び分けがどのように習得されるのかについて，多くの研究が実施さ
れてきた(Ameel, et. al., 2009; Saji et al., 2018)．一方で，どのような要因がこの使い分けの習
得するのかという点は検討課題となっている．これまでの研究では，入力の頻度や，子どもが習
得する母語の持つ構造，または語の参照対象がそもそも持っている構造などの要因が示されて
きた．しかし，このような研究のアプローチは始まったばかりであり，まだ証拠の蓄積が足りて
いない状況であった． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，人間の持つ情報の共有志向性が，語の意味体系の構築にどのように貢献する

のかを明らかにすることである． 共有志向性とは一般に，自分と他者が「我々」という共通認
識のもと注意を向ける対象や行為のゴールを共有しようとしたりする一連の志向性を指し，人
間の模倣学習や協力行動，利他的行動の基礎をなす重要な性質であると考えられている．この志
向性は語意習得の初期において，語の参照対象を推論するために効果を持つことが知られてい
るが，前述の語の意味体系の習得においてどれほどの効果を有するのかについての知見は得ら
れていない． そこで本研究は，1)他者と共有基盤を得ようとする志向性は語意体系の習得にど
のように影響を与えるのか，2)他者と共有することが容易な/難しい情報の言語化は子どもの語
意体系の習得にどのような影響を与えるのかの 2 点に着目して研究を進める． 
 
 
３．研究の方法 
本研究では，4-6 歳児を対象に，以下のような実験を行った．図 1 に示したように，実験者と

子どもが刺激を三項関係的に閲覧できる状況/閲覧できない状況を設定した．ここで，刺激の内
容となる事物について子どもが実験者に説明を行う場合，条件間でどのように説明方略及び語
の運用に違いが現れるかを調査する．刺激に用いたのは，様々な形をした容器の写真 18 枚であ
った．18 の画像の中には，「皿」「コップ」などの語が示す典型的な容器の形と，言語的に言い
表すのが難しい非典型的な容器の形の双方が含まれていた．図 2 にサンプルを示す．実験では
PC 画面上にランダムに提示される 18 の画像に対して何を表しているかを答えてもらった．答
えの時に用いた言語的反応とジェスチャーを映像で記録した．  
 

図 1.実験の条件 
 

図 2. 刺激サンプル(左:典型，右:非典型) 
 
４．研究成果 
図 3a-図 3d に，子どものそれぞれの産出率の平均を示す．条件間に差があるかを検討した
ところ，固定効果及び変量効果を含むモデルの構成は大人の場合と同様である． この結果，
非典型的な対象を言語化する際には，子どもはより多くの形容詞や比喩を多く用いる傾向
があること，また自分の知っていることを相手が見えない場合には，類像ジェスチャーが多
く産出されることが明らかになった．このことは，子どもはコミュニケーションにおいて相
手に情報を伝える際に，伝える情報の難しさの種類(そもそも伝える内容に難しさがあるの
か/自分と相手の知っている情報に違いがあるのか)によって，用いる記号を調整しているこ
とが明らかになった． 



 

一方で，このようなコミュニケーションによる情報伝達の仕方が，語の使い分けの発達にど
のように影響を与えるのかについてはまだ明らかになっていない．新型コロナウィルス蔓
延のため対幼児実験の継続が難しくなってしまったが，この観点は本研究課題の継続課題
にて，2022 年度以降，検討を継続中である． 
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